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本
稿
は
、
矢
野
環
・
岩
坪
健
・
福
田
智
子
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』

の
紹
介
」（『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）
に
引
き
続

き
、
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
所
載
の
組
香
に
つ
い
て
、
翻
刻
と
考
察
を

お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。
前
稿
で
は
、
武
居
雅
子
氏
「『
源
氏
千
種
香
』
の
依

拠
本
を
探
る
」（『
総
研
大
文
化
科
学
研
究
』
9
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
に
採
り

上
げ
ら
れ
た
箒
木
香
・
玉
鬘
香
・
梅
枝
香
・
若
菜
下
香
を
紹
介
し
た
が
、
今
後

は
、『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
の
組
香
を
、
桐
壺
香
か
ら
順
に
考
察
し
て
い
く
。

な
お
、
前
稿
で
採
り
上
げ
た
四
つ
の
組
香
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
本

稿
か
ら
新
た
に
追
加
し
た
組
香
の
構
造
式
の
み
を
示
す
。
資
料
に
関
わ
る
基
本

的
な
説
明
は
、
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
凡
例
は
、
前
稿
と
重
複
す
る

部
分
に
つ
い
て
も
便
宜
上
再
掲
す
る
。

　

凡
例

一
、
翻
刻
本
文
は
、
底
本
の
原
態
を
尊
重
し
つ
つ
、
以
下
の
方
針
に
よ
っ

て
校
訂
す
る
。

 

1
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に
通
行
の
字
体
を
用
い
る
。

 

2
、
仮
名
遣
い
・
反
復
記
号
・
送
り
仮
名
は
、
底
本
の
ま
ま
と
す
る
。

 

3
、
濁
点
は
、
底
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
記
す
。

 

4
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
す
。

 

5
、
朱
書
き
は
、「（
朱
）」
と
示
す
。

 

6
、
一
面
の
終
わ
り
に
は
〝 

」〞
を
付
し
、
さ
ら
に
丁
数
を
丸
括
弧
を

付
け
て
記
す
。

一
、
考
察
に
は
、（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
、（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の

関
わ
り
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
観
点
を
設
け
る
。（
1
）
に
は
、
御
家
流
宗

家
三
条
西
公
正
氏
に
よ
り
考
案
さ
れ
た
構
造
式
（
香
の
複
雑
な
組
み
合

わ
せ
を
表
記
し
た
数
式
。
詳
し
く
は
附
録「
構
造
式
に
つ
い
て
」参
照
。）

を
記
し
た
上
で
、
そ
の
手
順
を
説
明
す
る
。
な
お
、
解
説
を
要
す
る
香

  《
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道
用
語
に
は
「*

」
を
付
し
、「
香
道
用
語
解
説
」
と
し
て
、
本
稿
の
末

尾
に
一
括
し
て
五
十
音
順
に
列
挙
す
る
。

一
、
巻
末
に
は
影
印
を
付
す
。
前
稿
に
掲
載
し
た
体
裁
と
は
異
な
り
、
本

稿
か
ら
、
綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開
い
て
撮
影
し
た
も

の
に
丁
数
を
付
し
て
示
す
。

1　

桐
壺
香

【
翻
刻
】

　
　
　

△
桐
壺
香

　
　

い
と
き
な
き
初
も
と
ゆ
ひ
に
長
き
よ
を

　
　
　

契
る
心
は
む
す
び
こ
め
つ
や

一　

名
乗
紙
に
て
聞
く
べ
し
。

一　

幼イ
ト
キな

き
の
香
、
初ハ

ツ

元
ゆ
ひ
の
香
、
心
も
ふ
か
き
の
香
、
こ
き
紫
の
香
、

各
二
包
都
合
八
包
の
内
、
七
包
出
香
と
し
、
皆
焚
終
て
包
紙
を
開
く

べ
し
。」（
四
オ
）

一　

心
も
ふ
か
き
、
こ
き
紫
の
香
、
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
幼
な
き
と
初

元
結
の
香
は
、
客
香
故
に
試
な
し
。

一　

客
香
四
包
打
交
、
其
内
一
包
除
け
、
地
香
四
包
加
て
、
都
合
七
包
と

し
、
一
炷
充
焚
出
す
べ
し
。

一　

地
香
四
炷
は
聞
捨
に
し
て
、
同
香
の
客
を
源
氏
と
名
附
け
、
一
炷
客

を
葵
上
と
名
附
、
何
炷
目
に
出
た
る
と
此
三
炷
斗
を
書
附
出
す
べ
し
。

名
乗
紙
、
認
様
左
の
ご
と
し
。」（
四
ウ
）

　
　
　
　

二
五　

源
氏　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
此
認
て

　
　
　
　

三　
　

葵
上　
　
　

名
乗　

　
　
　

出
す
べ
し
。

一　

記
録
点
は
、
両
客
香
斗
認
る
。
源
氏
、
葵
上
、
三
炷
共
に
中
は
二
点

充
、
都
合
六
点
也
。
源
氏
二
炷
中
は
、
初
一
点
、
後
二
点
、
都
合
三

点
か
く
る
。
源
氏
、
葵
上
、
一
炷
充
の
中
は
、
皆
一
点
充
た
る
べ
し
。

皆
中
は
褒
美
に
朱
に
て
引ヒ
キ
イ
レ
ノ
ヲ
ト
ヾ

入
大
臣
と
下
に
認
る
也
。

 

認
様
左
の
ご
と
し
。」（
五
オ
）

 

　
　

桐
壺
香
之
記　
初
元
ゆ
ひ
除
（
朱
）

 

　
　
〔
表
〕」（
五
ウ
）

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

心
も
ふ
か
き　
　
　

2 コ

　
　

こ
き
紫　
　
　
　

　
　

幼
な
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

初
元
ゆ
ひ　
　
　
　

桐
壺
香
で
は
、
香
元
が
、
ま
ず
試
香
と
し
て
二
種
類
の
香
を
炷
き
、
二

度
香
炉
を
回
す
。
そ
れ
か
ら
本
香
が
七
度
、
出
香
さ
れ
る
。

本
香
は
、「
幼
な
き
」「
初
元
ゆ
ひ
」「
心
も
ふ
か
き
」「
こ
き
紫
」
各
二
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包
、
合
計
八
包
が
準
備
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
客
香
は
「
幼
な
き
」「
初
元

ゆ
ひ
」、地
香
は
「
心
も
ふ
か
き
」「
こ
き
紫
」
で
あ
る
。
客
香
各
二
包
、計

四
包
か
ら
無
作
為
に
一
包
を
除
き
、
地
香
四
包
を
加
え
た
七
包
を
用
い
る
。

試
香
の
あ
る
地
香
二
種
類
四
炷
を
手
掛
か
り
に
、
残
り
三
炷
を
二
炷
と
一

炷
に
聞
き
分
け
る
。

答
え
方
は
、
ま
ず
、
地
香
四
炷
は 

聞き
き
す
て捨

に
す
る
。
残
り
三
炷
の
客
香
の

う
ち
、
同
じ
香
二
炷
を
「
源
氏
」、
一
炷
の
香
を
「
葵
上
」
と
称
し
、
何
炷

目
の
香
で
あ
っ
た
か
と
と
も
に
、
名
乗
紙
に
記
す
。

「
香
之
記
」
に
は
、正
解
と
各
人
の
答
案
が
記
さ
れ
る
。
桐
壺
香
の
場
合
、

客
香
の
答
案
の
み
記
す
。
三
炷
全
部
を
聞
き
当
て
た
時
は
、
各
二
点
で
合

計
六
点
。「
源
氏
」
二
炷
は
、
初
め
の
香
は
一
点
、
後
の
香
は
二
点
、
合
計

三
点
。「
源
氏
」「
葵
上
」
の
い
ず
れ
か
一
炷
を
当
て
た
時
は
各
一
点
と
な

る
。
全
部
聞
き
当
て
る
と
朱
で
「
引
入
大
臣
」
と
記
す
。

蘭
之
園
本
に
は
、
桐
壺
香
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

竹
幽
本
は
各
巻
の
冒
頭
に
和
歌
一
首
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
巻
名
歌

と
呼
ば
れ
、
登
場
人
物
が
詠
ん
だ
和
歌
、
ま
た
は
口
ず
さ
ん
だ
古
歌
の
中

か
ら
、
原
則
と
し
て
巻
の
名
前
を
詠
み
入
れ
た
歌
が
選
ば
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
桐
壺
の
巻
に
は
「
桐
壺
」
を
詠
み
込
ん
だ
和
歌
は
な
く
、
そ
の
場

合
は
当
巻
で
詠
ま
れ
た
歌
の
中
か
ら
、
巻
を
代
表
す
る
名
歌
が
採
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
巻
名
歌
は
、
い
つ
誰
が
編
纂
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
遅

く
と
も
室
町
時
代
後
期
に
は
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
な
る

と
『
源
氏
物
語
』
の
絵
に
添
え
ら
れ
た
り
し
て
世
間
に
流
布
し
た
。

桐
壺
の
巻
名
歌
は
、
十
二
歳
に
な
っ
た
光
源
氏
が
元
服
し
た
際
、
父
の

帝
が
引
入
大
臣
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
り
、
大
臣
の
娘
で
あ
る
葵
上
と
の
縁

組
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。「
引
入
」と
は
冠
の
中
に
髪
を
引
き
入
れ
る
こ

と
で
、
元
服
す
る
人
に
冠
を
か
ぶ
せ
る
役
を
意
味
し
、
光
源
氏
の
場
合
は

左
大
臣
が
務
め
た
。

巻
名
歌
に
対
し
て
左
大
臣
が
返
し
た
和
歌
は
、

結
び
つ
る
心
も
深
き
も
と
ゆ
ひ
に
濃
き
む
ら
さ
き
の
色
し
あ
せ
ず
は

（
四
七
頁
）

で
あ
り
、
第
二
句
の
「
心
も
深
き
」
と
第
四
句
の
「
濃
き
む
ら
さ
き
」
は
、

竹
幽
本
の
香
の
名
称
に
転
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
左
大
臣
の
返
歌
は
『
源
氏
小
鏡
』
で
は
一
部
の
伝
本
に
し
か
見
ら

れ
な
い
が
、「
こ
き
紫
」（
ま
た
は
「
こ
紫
」）
な
ら
ば
連
歌
で
用
い
る
寄

合
と
し
て
、『
源
氏
小
鏡
』
の
多
く
の
伝
本
に
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
て
「
心
も
深
き
」
は
寄
合
で
は
な
く
、『
源
氏
小
鏡
』
で
こ
の
和
歌
を
引

用
す
る
の
は
第
三
系
統
第
二
類
と
第
六
系
統
の
み
で
あ
る
。
前
稿
に
お
い

て
、
竹
幽
本
で
『
源
氏
小
鏡
』
が
利
用
さ
れ
た
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
第
二

系
統
で
あ
る
と
考
察
し
た
が
、
そ
の
結
論
は
こ
の
桐
壺
香
に
当
て
は
ま
ら

*

*

*

*

*

*

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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な
い
。
そ
こ
で
『
源
氏
物
語
』
以
外
で
考
え
ら
れ
る
資
料
を
探
す
と
、『
源

氏
大
鏡
』
が
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
当
書
は
編
者
不
明
で
、
南
北
朝

時
代
に
成
立
し
た
『
源
氏
物
語
』
の
梗
概
書
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
で
詠

ま
れ
た
和
歌
は
全
部
で
七
九
五
首
あ
り
、『
源
氏
小
鏡
』
は
ど
の
伝
本
も
一

部
し
か
掲
載
し
な
い
の
に
対
し
て
、『
源
氏
大
鏡
』は
全
首
を
収
め
る
。よ
っ

て
竹
幽
本
の
作
者
が『
源
氏
大
鏡
』を
見
て
追
加
し
た
和
歌
の
句
か
ら「
心

も
ふ
か
き
の
香
」
を
編
み
出
し
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

2　

箒
木
香

（
前
稿
参
照
。）

　
　

数
な
ら
ぬ　
　
　
　
　
　
　

1 コ

　
　

名
の
う
さ
に　
　
　
　
　
　

　
　

ふ
せ
屋
に
お
ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

あ
る
に
も
あ
ら
ず　
　
　
　

1

　
　

き
ゆ
る
帚
木　
　
　
　
　

3　

空
蝉
香

【
翻
刻
】

 

　

△
空
蝉
香

 

う
つ
蝉
の
身
を
か
へ
て
け
る
木
の
も
と
に

 

　

猶
人
が
ら
の
な
つ
か
し
き
か
な

一　

試
な
し
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

源
氏
香
二
包
、
小コ
キ
ミ君

香
三
包
、
空
蝉
香
一
包
、
軒ノ

キ
バ
ノ
ハ
ギ

端
萩
香
一
包
、
都

合
七
包
、
出
香
と
し
、
皆
焚
終
て
包
紙
を
開
く
」（
八
ウ
）
べ
し
。

一　

空
蝉
と
軒
端
萩
の
香
は
、
二
種
と
も
に
試
な
き
故
に
空
蝉
に
は
古
渡

の
香
木
を
用
ゆ
。
軒
端
萩
に
は
新
渡
の
香
木
を
包
て
出
す
べ
し
。

一　

札
打
様

 

　

源
氏
に　

花
一二
の
札　
　

小
君
に　

月
一二三

の
札

 

　

空
蝉
に　

ウ
の
札　
　　

軒
端
萩
に
（
花
三

ウ

の
札
二
枚　

」（
九
オ
）

 

出
香
聞
終
て
折
居
、
七
つ
順
を
立
て
廻
し
、
札
を
受
る
べ
し
。

一　

記
録
に
は
、空
蝉
と
軒
端
の
萩
と
入
替
た
る
縁
を
取
て
認
様
あ
り
。ま

づ
札
を
記
録
に
写
時
に
、
空
蝉
と
軒
端
萩
の
場
は
明
置
て
、
其
外
斗

り
を
札
銘
の
通
り
認
め
、扨
て
包
紙
を
開
き
、本
香
を
不
残
認
て
、後

に
左
の
ご
と
く
記
す
べ
し
。」（
九
ウ
）

 

　

軒
端
萩　

聞
中

 

　
　

空
蝉
の
場
へ
軒
端
萩
と
認
て
四
点
充
か
く
る
。

 

　
　

其
節
は
、
空
蝉
は
聞
て
も
不
聞
て
も
認
に
及
ず
。

 

　

軒
端
萩　

聞
違

 
　

空
蝉　
　

聞
中

 

　
　

空
蝉
の
場
へ
空
蝉
と
認
て
二
点
か
く
る
。
勿
論
軒
端
萩
は
不

認
。」（
一
〇
オ
）

⎫｜⎬｜⎭⎫｜｜⎬｜｜⎭
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軒
端
萩　

聞
違

 

　

空
蝉　
　

同
前

 
　
　

空
蝉
の
場
へ
空
蝉
と
認
て
点
な
し
。

 

　
　

軒
端
萩
は
勿
論
認
に
不
及
。

 

　

源
氏
と
小
君
は
聞
中
た
る
に
一
点
充
也
。

 

　

軒
端
萩
を
空
蝉
と
聞
違
た
る
は
星
一
つ
附
る
べ
し
。

一　

記
録
草
稿
左
の
ご
と
し
。」（
一
〇
ウ
）

 

　
　
〔
表
〕」（
一
一
オ
）

 

　

  

右
の
ご
と
く
草
稿
に
て
点
定
め
、其
後
、一
界
縮
め
六
界
と
し
、香

本
は
出
香
の
通
り
七
界
に
て
記
録
清
書
す
る
也
。

一　

聞
の
下
に
褒
美
と
し
て
空
蝉
香
聞
た
る
は
単ヒ
ト
ヘの

衣キ
ヌ

と
認
る
。
軒
端
萩

香
聞
た
る
は
、木コ

ガ
ク
レ隠

と
認
る
。
皆
中
は
う
つ
蝉
の
哥
一
首
認
る
也
。
皆

朱
に
て
認
て
よ
し
。
記
録
大
概
左
に
顕
す
。」（
一
一
ウ
）

 

　

空
蝉
香
之
記

 

　
　
〔
表
〕」（
一
二
オ
）

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

源
氏　
　
　
　

3

　
　

小
君　
　
　
　

2　
　
　

　
　

空
蝉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
渡
香
を
用
い
る

　
　

軒
端
萩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
渡
香
を
用
い
る

空
蝉
香
で
は
、
本
香
と
し
て
、「
源
氏
香
」
二
包
、「
小
君
香
」
三
包
、

「
空
蝉
香
」
一
包
、「
軒
端
萩
香
」
一
包
の
合
計
七
包
が
出
香
さ
れ
る
。
試

香
が
な
い
た
め
、
各
一
包
の
「
空
蝉
香
」
と
「
軒
端
萩
香
」
と
が
聞
き
分

け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
が
、「
空
蝉
香
」
に
は
「
古こ
わ
た
り渡

」（
古
く
外
国
か

ら
渡
っ
て
き
た
品
。
と
く
に
室
町
時
代
ま
た
は
そ
れ
以
前
に
渡
来
し
た
品
。

高
級
で
珍
重
さ
れ
る
。）、「
軒
端
萩
香
」
に
は
「
新し
ん
わ
た
り渡」（

近
い
時
期
に
輸

入
さ
れ
た
品
。
と
く
に
江
戸
時
代
に
入
っ
て
輸
入
さ
れ
た
品
。）の
香
木
を

用
い
る
こ
と
に
よ
り
区
別
す
る
。

答
え
に
は
、
十
炷
香
札
を
用
い
る
。「
源
氏
」
二
炷
に
は
順
に
「
花
一
」

「
花
二
」、「
小
君
」
三
炷
に
は
順
に
「
月
一
」「
月
二
」「
月
三
」、「
空
蝉
」

に
は
「
ウ
」、「
軒
端
萩
」
に
は
「
花
三
」
と
「
ウ
」
を
同
時
に
打
つ
。
す

べ
て
出
香
し
終
わ
っ
た
後
、
折
居
七
つ
を
順
に
回
し
、
札
を
打
つ
。

空
蝉
香
の
場
合
、「
香
之
記
」
を
記
す
前
に
記
録
の
草
稿
を
書
く
。
草
稿

に
は
、
札
を
見
な
が
ら
、
ま
ず
「
源
氏
」「
小
君
」
の
答
案
の
み
を
書
き
入

れ
、「
空
蝉
」「
軒
端
萩
」
は
空
白
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。
そ
の
上
で
、
包

紙
を
開
い
て
正
答
を
記
し
、答
案
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
。「
軒
端
萩
」
を
聞

き
当
て
る
と
四
点
。
記
録
草
稿
に
は
「
空
蝉
」
と
答
え
た
場
所
に
「
軒
端

萩
」
と
記
す
。
こ
の
場
合
「
空
蝉
」
は
、
聞
き
当
て
て
も
、
聞
き
当
て
ら

れ
な
く
て
も
記
さ
な
い
。
ま
た
、「
軒
端
萩
」
を
聞
き
違
い
、「
空
蝉
」
を

聞
き
当
て
た
場
合
は
二
点
。「
空
蝉
」
の
場
所
に
そ
の
ま
ま
「
空
蝉
」
と
記

し
、「
軒
端
萩
」
に
は
何
も
記
さ
な
い
。
そ
し
て
、「
軒
端
萩
」「
空
蝉
」
と

⎛⎝
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も
に
聞
き
違
え
た
場
合
は
、も
ち
ろ
ん
得
点
は
な
い
。「
空
蝉
」
と
答
え
た

場
所
に
そ
の
ま
ま
「
空
蝉
」
と
記
し
、「
軒
端
萩
」
に
は
何
も
記
さ
な
い
の

は
先
に
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、「
源
氏
」「
小
君
」
は
、
聞
き
当
て
れ
ば
各

一
点
。「
軒
端
萩
」
を
「
空
蝉
」
と
聞
き
違
え
た
時
は
、
星
一
つ
を
付
す
。

こ
う
し
て
作
成
し
た
草
稿
を
、
香
元
は
そ
の
ま
ま
清
書
す
る
。

一
方
、草
稿
の
よ
う
に
「
空
蝉
」「
軒
端
萩
」
の
記
録
を
ま
と
め
て
一
箇

所
に
記
す
と
、
七
炷
の
出
香
を
六
段
の
表
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
上
か

ら
順
に
一
段
ず
つ
詰
め
て
六
段
に
し
、
最
下
段
に
朱
書
き
で
、「
軒
端
萩
」

を
聞
き
当
て
た
者
に
は
「
木
隠
」、全
部
聞
き
当
て
た
者
に
は
空
蝉
の
歌
一

首
を
記
す
。

蘭
之
園
本
で
は
、
空
蝉
方
、
西
君
（
軒
端
荻
）
方
に
分
か
れ
た
盤
物
に

な
っ
て
い
る
。
碁
盤
や
碁
笥
な
ど
の
小
道
具
を
使
い
、
香
を
十
包
用
い
た

一
炷
開
き
で
あ
る
。
竹
幽
本
と
は
全
く
異
な
る
方
法
で
あ
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

巻
名
歌
は
、
源
氏
が
空
蝉
を
三
度
目
に
訪
れ
て
も
会
え
な
か
っ
た
と
き
、

空
蝉
に
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
歌
が
書
か
れ
た
手
紙
の
端
に
、
空
蝉

は
次
の
和
歌
を
し
た
た
め
た
。

空
蝉
の
羽
に
お
く
露
の
木
が
く
れ
て
し
の
び
し
の
び
に
ぬ
る
る
袖
か

な
（
一
三
一
頁
）

第
三
句
の
「
木
が
く
れ
て
」
が
、
記
録
の
名
目
「
木
隠
」
に
使
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
別
の
名
目
「
単
の
衣
」
は
、
逃
げ
た
空
蝉
が
残
し
た
も
の
で
あ

る
。竹

幽
本
の
香
の
名
称
に
は
「
軒
端
萩
」
と
あ
り
、
そ
れ
は
空
蝉
の
継
娘

の
呼
称
と
思
わ
れ
る
が
、『
源
氏
物
語
』
で
は
「
軒
端
荻
」、
蘭
之
園
本
で

は
「
西
君
」
と
さ
れ
る
。
竹
幽
本
は
「
荻
」
と
「
萩
」
と
を
見
誤
っ
た
か
。

あ
る
い
は
依
拠
し
た
『
源
氏
物
語
』
の
梗
概
書
の
類
が
あ
っ
た
か
。

さ
て
、
こ
の
空
蝉
親
子
は
仲
が
良
く
、
一
緒
に
囲
碁
を
打
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
源
氏
が
垣
間
見
て
、
若
い
娘
よ
り
継
母
の
方
が
上
品
だ
と
評
価
し

て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
竹
幽
本
も
「
古
渡
の
香
木
」
は
空
蝉
、「
新
渡
の

香
木
」
は
軒
端
萩
に
当
て
た
の
で
あ
ろ
う
。『
源
氏
物
語
』
梅
枝
の
巻
で
も
、

昔
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

大
弐
の
奉
れ
る
香
ど
も
御
覧
ず
る
に
、
な
ほ
い
に
し
へ
の
に
は
劣
り

て
や
あ
ら
む
と
思
し
て
（
四
〇
三
頁
）

尚
古
思
想
の
現
れ
で
あ
る
。

4　

夕
顔
香

【
翻
刻
】

 

　

△
夕
顔
香

*

*

*

*
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よ
り
て
こ
そ
そ
れ
か
と
も
見
め
た
そ
か
れ
に

 

　
　

ほ
の
〳
〵
み
つ
る
花
の
ゆ
ふ
が
ほ

一　

試
な
し
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

一
二
三
ウ
の
香
、
各
二
包
充
、
都
合
八
包
の
内
、
七
包
出
香
と
し
、
皆

焚
終
て
包
紙
を
開
く
べ
し
。」（
一
二
ウ
）

一　

出
香
八
包
打
交
、
二
包
除
遣
、
残
六
包
を
一
炷
聞
に
焚
出
し
終
て
除

置
た
る
二
包
の
内
、
一
包
取
て
焚
出
す
。
是
を
専
ら
に
聞
く
べ
し

残
一
包
は

不
用　
　

。

一　

出
香
六
包
は
無
試
十
炷
香
の
通
り
、
一
よ
り
順
を
立
て
、
聞
に
随
ひ

札
を
う
つ
を
、
記
録
に
記
し
て
後
に
、
除
た
る
一
包
聞
て
、
六
炷
の

内
何
炷
目
と
同
香
な
る
を
、
聞
の
通
り
名
乗
紙
に
書
出
す
。

 

認
様
名
目
左
の
ご
と
し
。

 

　
　

一
炷
目
と
同
は　

さ
く
花
」（
一
三
オ
）

 

　
　

二
炷
目
と
同
は　

小
家
が
ち

 

　
　

三
炷
目
と
同
は　

そ
ら
め

 

　
　

四
炷
目
と
同
は　

あ
れ
た
る
宿　

如
此
認
出
す
べ
し

 

　
　

五
炷
目
と
同
は　

露
の
光

 

　
　

六
炷
目
と
同
は　

何
か
し
の
院

 

　
　

出
香
に
無
は　
　

し
ら
露

一　

記
録
点
は
、
本
香
六
炷
の
内
は
、
客
地
香
の
差
別
な
く
、
独
聞
三
点
、

二
人
二
点
、三
人
よ
り
一
点
充
、末
一
包
の
独
聞
五
点
、二
人
四
点
、」

（
一
三
ウ
）
三
人
よ
り
三
点
充
也
。
聞
た
る
褒
美
に
朱
に
て
左
の
こ
と
く

認
る
べ
し
。

 

　
　

皆
中
は　
　
　
　
　
　
　

哥
一
首
を
書

 

　
　

末
一
包
と
地
香
の

内
を
聞
た
る
は　
　

 　
　
　
　

上
の
句
を
書

 

　
　

末
一
包
斗
り
聞
た
る
は　

下
の
句
を
書

 

　
　

地
香
斗
り
聞
た
る
は　
　

聞
数
を
書

 

　
　

皆
外
は　
　
　
　
　
　
　

眠
と
書

 

記
録
認
様
大
概
末
に
記
す
。」（
一
四
オ
）

 

　

夕
顔
香
之
記　
ウ
除
（
朱
）

 

　
　
〔
表
〕」（
一
四
ウ
）

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

一　
　
　

　
　

二　
　
　
　

　
　

三　
　
　
　

　
　

ウ　
　
　
　
　

夕
顔
香
は
、
前
段
と
後
段
に
分
か
れ
る
。
前
段
で
は
十
炷
香
札
、
後
段

で
は
名
乗
紙
で
答
え
る
。
ま
ず
、
前
段
で
は
、「
一
」「
二
」「
三
」「
ウ
」

の
四
種
類
の
香
、
各
二
包
、
合
計
八
包
か
ら
二
包
を
除
く
。
試
香
が
な
い

た
め
、
一
炷
目
に
は
「
一
」
を
打
ち
、
異
な
る
香
が
出
る
た
び
に
「
二
」

⎫｜｜｜⎬｜｜｜⎭
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「
三
」「
ウ
」
と
打
っ
て
い
く
。
そ
し
て
後
段
で
は
、
前
段
で
除
い
た
二
包

か
ら
一
包
を
無
作
為
に
選
び
、
六
炷
の
う
ち
何
炷
目
と
同
じ
香
で
あ
る
か

を
名
乗
紙
で
答
え
る
。
名
乗
紙
に
は
、一
炷
目
か
ら
順
に
、「
さ
く
花
」「
小

屋
が
ち
」「
そ
ら
め
」「
あ
れ
た
る
宿
」「
露
の
光
」「
何
か
し
の
院
」、そ
し

て
、
出
香
に
な
い
場
合
は
「
し
ら
露
」
と
「
聞
き
の
名
目
」
で
答
え
を
記

す
。得

点
は
、
前
段
で
は
、
客
香
・
地
香
の
区
別
な
く
「
独
り
聞
き
」
三
点
、

二
人
で
は
二
点
、
三
人
か
ら
は
一
点
ず
つ
、
後
段
の
「
独
り
聞
き
」
は
五

点
、
二
人
で
は
四
点
、
三
人
か
ら
は
三
点
ず
つ
与
え
る
。「
香
之
記
」
に
は
、

全
部
聞
き
当
て
た
者
に
は
和
歌
一
首
、
前
段
の
地
香
と
後
段
を
聞
き
当
て

た
者
に
は
上
句
、
後
段
の
み
聞
き
当
て
た
者
に
は
下
句
、
前
段
の
地
香
の

み
聞
き
当
て
た
者
に
は
得
点
、
全
部
聞
き
違
え
た
者
に
は
「
眠
」
と
朱
書

す
る
。

蘭
之
園
本
は
、「
一
」「
二
」
の
香
、
各
三
包
（
試
香
あ
り
）
と
、「
源

氏
」
を
別
香
で
三
包
（
試
香
な
し
）
準
備
し
、「
一
」「
二
」
の
香
に
「
源

氏
」
一
包
を
交
ぜ
、
三
包
一
組
を
三
つ
作
り
、「
源
氏
」
が
何
炷
目
に
出
た

か
を
答
え
る
と
い
う
も
の
。
九
通
り
の
答
え
が
想
定
さ
れ
る
が
、
三
炷
の

う
ち
二
炷
目
に
出
た
場
合
は
、い
ず
れ
も
「
聞
き
の
名
目
」
は
「
夕
が
ほ
」

で
あ
る
た
め
、
答
え
は
七
通
り
と
な
る
。
従
っ
て
、「
聞
き
の
名
目
」
の
数

は
、
竹
幽
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
竹
幽
本
に
な
い
「
た
そ
か
れ
時
」「
夕
が

ほ
」
が
存
す
る
一
方
、竹
幽
本
に
あ
る
「
さ
く
花
」「
し
ら
露
」
が
指
定
さ

れ
て
い
な
い
。
竹
幽
本
よ
り
も
簡
便
で
、
方
法
も
異
な
っ
て
い
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

七
つ
の
名
目
の
う
ち
、
二
炷
目
か
ら
六
炷
目
ま
で
は
蘭
之
園
本
に
も
見

ら
れ
、
い
ず
れ
も
『
源
氏
小
鏡
』
に
引
か
れ
て
い
る
連
歌
の
寄
合
で
あ
る
。

以
下
、
一
炷
目
か
ら
順
に
典
拠
を
示
す
。

①  

「
さ
く
花
」は
源
氏
が
六
条
御
息
所
の
邸
宅
で
、女
房
に
詠
み
か
け
た
和

歌
の
初
句
に
よ
る
。

咲
く
花
に
う
つ
る
て
ふ
名
は
つ
つ
め
ど
も
折
ら
で
過
ぎ
う
き
け
さ
の

朝
顔
（
一
四
八
頁
）

②  

「
小
家
が
ち
」
は
、
夕
顔
が
住
ん
で
い
た
家
の
辺
り
を
「
い
と
小
家
が

ち
」（
一
三
六
頁
）
と
描
写
し
て
い
る
。

③  

「
そ
ら
め
」
は
、
夕
顔
が
源
氏
に
返
し
た
和
歌
の
結
句
に
よ
る
。

光
あ
り
と
見
し
夕
顔
の
上
露
は
た
そ
か
れ
時
の
そ
ら
め
な
り
け
り

（
一
六
二
頁
）

④  
「
あ
れ
た
る
宿
」
を
、
尾
崎
左
永
子
氏
・
薫
遊
舎
校
注
、
増
補
改
訂
版

『
香
道
蘭
之
園
』
は
「
夕
顔
の
住
む
家
」
と
解
釈
す
る
が
、物
語
で
は
夕

顔
の
家
を
荒
れ
た
と
描
い
た
箇
所
は
見
当
た
ら
な
い
。
蘭
之
園
本
が
利

*

*
*

*
*

*

*

（
5
）
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用
し
た
と
武
居
雅
子
氏
が
論
じ
ら
れ
た
『
源
氏
小
鏡
』（
第
一
系
統
）
を

見
る
と
、

　
　

  
十
六
日
一
日
は
、
か
の
な
に
か
し
の
ゐ
ん
の
あ
れ
た
る
に
、
お
き

ふ
し
か
た
ら
い
て
、
く
ら
し
た
ま
ふ
。
そ
の
こ
と
は
。

　
　

  

し
の
ゝ
め
。
し
り
め
。
露
の
ひ
か
り
。
お
な
し
く
る
ま
。
あ
れ
た

る
や
と
。
み
く
さ
に
う
つ
も
る
ゝ
い
け
。（
下
略
）（
傍
線
、筆
者
）

  

と
あ
り
、「
荒
れ
た
る
宿
」
と
は
「
何
が
し
の
院
」
す
な
わ
ち
源
氏
が
夕

顔
を
連
れ
出
し
た
廃
院
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
建
物
は
物
語
で

も
、「
荒
れ
た
る
門
」（
一
五
九
頁
）「
い
と
い
た
く
荒
れ
て
人
目
も
な

く
」（
一
六
一
頁
）「
荒
れ
た
る
所
」（
一
六
六
頁
）
と
書
か
れ
て
い
る
。

⑤  

「
露
の
光
」
は
、廃
院
で
源
氏
が
夕
顔
に
語
っ
た
セ
リ
フ
「
露
の
光
や
い

か
に
」（
一
六
一
頁
）
に
よ
る
。

⑥  

「
何
か
し
の
院
」
は
、④
「
あ
れ
た
る
宿
」
で
述
べ
た
と
お
り
、源
氏
が

夕
顔
と
滞
在
し
た
廃
院
で
、
物
語
に
も
「
な
に
が
し
の
院
」（
一
五
九

頁
）
と
あ
る
。

⑦  

「
し
ら
露
」は
、夕
顔
が
初
め
て
源
氏
に
送
っ
た
和
歌
の
第
三
句
に
よ
る
。

　
　

  

心
あ
て
に
そ
れ
か
と
ぞ
見
る
白
露
の
光
そ
へ
た
る
夕
顔
の
花

（
一
四
〇
頁
）

こ
の
歌
に
源
氏
が
返
し
た
の
が
巻
名
歌
で
あ
る
。

右
記
の
七
語
の
う
ち
、
蘭
之
園
本
に
見
ら
れ
な
い
の
は
①
「
さ
く
花
」
と

⑦
「
し
ら
露
」
で
あ
る
。
①
で
挙
げ
た
「
咲
く
花
に
」
の
和
歌
が
詠
ま
れ

た
場
面
は
夕
顔
が
登
場
し
な
い
た
め
、
梗
概
書
で
は
よ
く
省
略
さ
れ
、『
源

氏
小
鏡
』
で
「
咲
く
花
に
」
詠
を
引
用
す
る
の
は
一
本
（
第
六
系
統
）
し

か
な
い
。
ま
た
、
⑦
に
引
い
た
「
白
露
」
を
含
む
詠
歌
は
、『
源
氏
小
鏡
』

で
は
一
部
の
伝
本
（
第
一
系
統
第
二
類
、
第
三
系
統
第
二
・
三
類
、
第
五
系

統
、第
六
系
統
）
に
の
み
見
ら
れ
る
。
前
稿
で
は
竹
幽
本
に
『
源
氏
小
鏡
』

が
用
い
ら
れ
た
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
第
二
系
統
で
あ
る
と
推
論
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
桐
壺
香
の
項
目
で
述
べ
た
の
と
同
様
に
、
こ
の
夕
顔
香
で
も

系
統
が
一
致
し
な
い
。
桐
壺
香
で
は
『
源
氏
物
語
』
で
な
け
れ
ば
、
和
歌

を
全
首
収
め
た
『
源
氏
大
鏡
』
が
利
用
さ
れ
た
か
と
推
察
し
た
。「
さ
く

花
」
も
「
し
ら
露
」
も
『
源
氏
小
鏡
』
で
は
寄
合
に
も
挙
げ
て
い
な
い
の

で
、『
源
氏
大
鏡
』
の
類
か
ら
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

竹
幽
本
の
夕
顔
香
で
は
、
す
べ
て
聞
き
外
れ
た
場
合
、
記
録
の
名
目
に

「
眠
」
と
書
か
れ
る
。
廃
院
で
皆
が
眠
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、夕
顔
は
物
の

怪
に
取
り
つ
か
れ
死
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
場
面
と
の
関
連
で
あ
ろ
う
。

5　

若
紫
香

【
翻
刻
】

（
6
）
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△
若
紫
香

 

　
　

手
に
つ
み
て
い
つ
し
か
も
み
む
紫
の

 
　
　
　

ね
に
か
よ
ひ
け
る
野
辺
の
若
艸

一　

十
炷
香
の
札
を
用
。

一　

北
山
の
香
二
包
、
松
の
闥ト
ボ
ソの

香
三
包
、
田
靏
の
声
の
香
三
包
、
若
草

の
香
二
包
客
香

な
り

、
紫
上
の
香
一
包
是
も
客

香
な
り

、
都
合
十
一
包
の
内
、
地
香
二
包

除
け
、
残
九
包
能
打
交
て
、
出
香
と
し
、
皆
」（
一
五
オ
）
焚
終
て
包
紙

を
開
く
べ
し
。

一　

地
香
三
種
外
に
拵
へ
、
試
に
出
す
。
両
客
香
は
試
な
し
。

一　

札
打
様
左
の
ご
と
し
。

 

　

北
山
に　
一
の
札

二
の
札

各
一
枚
用　
　

松
の
と
ぼ
そ
に　

三
の
札
三
枚

用

 

　

田
靏
声
に　

ウ
の
札
三
枚

用　
　

 

両
客
に　
花
一
花
二

月
一
月
二

の
札
此
内
一
枚

残
る　
　

 

両
客
は
無
試
十
炷
香
の
例
に
札
を
う
つ
。
初
に
出
た
る
」（
一
五
ウ
）
は

定
て
花
一
を
う
つ
。
若
草
は
同
香
結
ひ
た
る
を
中
り
と
す
。
紫
上
は

一
炷
を
中
り
と
す
。

一　

記
録
点
星
左
の
如
し
。

 

○
（
朱
）  

紫
上
の
香
、
独
聞
四
点
。
二
人
よ
り
三
点
充
。
聞
違
何
人

に
て
も
星
一
つ
充
附
る
べ
し
外
の
香
を
紫
上
の
香

と
聞
た
る
は
星
な
し

。

 

○
（
朱
）  

地
香
、
独
聞
二
点
、
二
人
よ
り
一
点
充
也
。
聞
違
、
星
な

し
。

 

○
（
朱
）  

若
草
の
香
、紫
上
の
香
よ
り
前
に
出
た
る
時
、」（
一
六
オ
）
独

聞
五
点
、
二
人
聞
四
点
、
三
人
聞
三
点
、
四
人
よ
り
二
点

充
也
。
聞
違
何
人
に
て
も
星
二
つ
充
附
る
べ
し
若
草
の
香
を
外
の
香

と
聞
違
た
る
も
、
外

の
香
を
若
草
の
香
と

聞
違
た
る
も
同
然

。

 

○
（
朱
）  

若
草
の
香
、
紫
上
の
香
よ
り
後
に
出
た
る
時
、
何
人
聞
に

て
も
、
一
点
充
。
聞
違
、
星
も
な
し
。

一　

記
録
認
様
左
の
通
也
。」（
一
六
ウ
）

 

　

若
紫
香
之
記　
北
山

松
闥

除
（
朱
）

 

　
　
〔
表
〕」（
一
七
オ
）

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

北
山　
　
　
　
　

2 コ　
　
　

　
　

松
の
闥　
　
　
　

3 コ　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

田
靏
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

若
草　
　
　
　
　

2　
　
　

　
　

紫
上　
　
　
　
　

1　
　
　

若
紫
香
は
、
地
香
「
北
山
」
二
包
、「
松
の
闥
」「
田
靏
の
声
」
各
三
包

と
、
客
香
「
若
草
」
二
包
、「
紫
上
」
一
包
、
計
一
一
包
を
準
備
し
、
地
香

か
ら
二
包
除
き
、残
り
九
包
を
出
香
と
す
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、地
香
「
北

山
」「
松
の
闥
」「
田
靏
の
声
」
の
試
香
を
お
こ
な
う
。
客
香
に
は
試
香
は

な
い
が
、
全
九
炷
の
う
ち
、
地
香
で
は
な
い
香
は
三
炷
あ
り
、
そ
の
う
ち

二
炷
は
同
香
で
あ
る
の
で
、
同
香
を
「
若
草
」、
残
り
一
炷
を
「
紫
上
」
と

⎫｜⎬｜⎭
⎫｜⎬｜⎭

8 

― 

2

⎫｜｜｜⎬｜｜｜⎭

9

⎫｜⎬｜⎭

3

*

*

*

*

*
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聞
き
分
け
る
。

答
え
に
は
十
炷
香
札
を
用
い
、「
北
山
」
二
炷
は
順
に
「
一
」「
二
」、「
松

の
闥
」
は
「
三
」「
花
三
」「
月
三
」、「
田
靏
の
声
」
は
「
ウ
」「
花
ウ
」「
月

ウ
」
と
打
つ
。
ま
た
、
二
種
類
の
客
香
に
は
、
出
香
の
順
に
ま
ず
「
花
一
」

と
打
ち
、
同
香
は
「
花
二
」、
異
な
る
客
香
な
ら
ば
順
に
「
月
一
」「
月
二
」

と
打
つ
が
、
客
香
は
三
炷
な
の
で
、
札
は
一
枚
余
る
こ
と
に
な
る
。

「
紫
上
」
の
「
独
り
聞
き
」
は
四
点
、二
人
か
ら
は
三
点
ず
つ
。「
紫
上
」

を
聞
き
違
え
た
場
合
は
、
星
一
つ
を
付
す
が
、
他
の
香
を
「
紫
上
」
と
答

え
た
場
合
は
、
星
を
付
け
な
い
。
ま
た
、
地
香
の
「
独
り
聞
き
」
は
二
点
、

二
人
か
ら
は
一
点
ず
つ
与
え
る
。
な
お
、「
若
草
」
が
「
紫
上
」
よ
り
も
先

に
出
た
時
は
、「
独
り
聞
き
」
五
点
、
二
人
で
は
四
点
、
三
人
で
は
三
点
、

四
人
か
ら
は
二
点
ず
つ
与
え
、「
若
草
」
を
他
の
香
と
聞
き
違
え
た
り
、
他

の
香
を
「
若
草
」
と
聞
き
違
え
た
り
し
た
時
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
星
を

二
つ
ず
つ
付
け
る
。
逆
に
、「
若
草
」
が
「
紫
上
」
よ
り
も
後
に
出
た
時
は
、

一
点
ず
つ
与
え
、
聞
き
違
え
て
も
星
は
付
さ
な
い
。

蘭
之
園
本
は
、
地
香
「
北
山
」「
松
の
声
」「
聖
」
を
各
三
包
作
り
、
別

途
試
香
を
行
う
。
客
香
は
「
若
草
」
二
包
で
、
計
十
一
包
を
炷
く
。
記
録

に
は
、「
若
草
」
の
初
め
の
一
包
を
「
紫
上
」、ま
た
、最
後
の
一
包
を
「
田

鶴
の
一
声
」
と
記
す
。「
聞
き
の
名
目
」
に
、竹
幽
本
に
な
い
「
聖
」
を
指

定
し
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

香
の
名
称
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
北
山
」「
松
の
闥
」（
松
の
戸
の

意
）「
田
靏
の
声
」「
若
草
」「
紫
上
」
を
用
い
て
、当
巻
の
あ
ら
す
じ
を
記

す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

光
源
氏
は
病
を
治
す
た
め
、「
北
山
」（
一
九
九
頁
）
に
住
む
聖
に
会
い

に
出
か
け
る
。
そ
の
地
で
僧
都
が
修
行
に
励
む
「
松
の
闥
」（
二
二
一
頁
）

の
家
で
、「
若
草
」（
二
〇
八
頁
等
）
の
よ
う
な
「
紫
上
」
を
見
出
す
。
彼
女

の
声
は
幼
い
「
田
靏
の
声
」（
二
三
八
頁
）
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

「
紫
上
」
の
み
当
巻
（
第
五
巻
）
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
彼

女
が
紫
の
上
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
蛍
の
巻
（
第
二
十
五
巻
）
か
ら
で
あ
る
。

「
上
」
と
は
正
妻
を
意
味
す
る
の
で
、ま
だ
結
婚
し
て
い
な
い
女
性
を
紫
の

上
と
は
呼
べ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
『
源
氏
小
鏡
』
で
も
、
若
紫
の
巻
で

既
に
「
紫
上
」
と
呼
称
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
倣
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

右
記
の
五
語
の
う
ち
、
蘭
之
園
本
で
も
香
の
名
称
に
用
い
ら
れ
て
い
る

の
は
「
北
山
」
と
「
若
草
」
で
あ
り
、「
紫
上
」
と
「
田
靏
の
声
」
は
記
録

の
名
目
に
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
蘭
之
園
本
は
「
田
鶴
の
一
声
」
で
、
こ
の

方
が
物
語
に
合
う
。

「
松
の
闥
」
は
聖
が
詠
ん
だ
和
歌
に
よ
る
が
、『
源
氏
小
鏡
』
に
は
見
当

た
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
「
松
の
闥
」
は
寄
合
と
し
て
有
名
で
、
寄
合

を
収
め
た
系
統（
第
一
〜
四
系
統
）の
伝
本
に
は
必
ず
採
ら
れ
て
い
る
。
一

方
、『
源
氏
大
鏡
』
に
は
当
巻
で
詠
ま
れ
た
二
十
五
首
の
和
歌
が
収
め
ら
れ

*

*

*

*

**

（
7
）
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て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
「
松
の
闥
」
を
選
ん
だ
と
見
な
す
よ
り
も
、
寄
合

の
中
か
ら
採
用
し
た
可
能
性
の
方
が
高
い
か
と
思
わ
れ
る
。

6　

末
摘
花
香

【
翻
刻
】

 

　

△
末
摘
花
香

 

な
つ
か
し
き
色
と
も
な
し
に
な
に
ゝ
こ
の

 

　

す
ゑ
つ
む
は
な
を
袖
に
ふ
れ
け
む

一　

光
源
氏
方
、
頭
中
将
方
と
左
右
に
分
り
て
聞
也
光
源
氏
方
、　

上
座
た
る
べ
し

。

一　

諸
友
の
香
三
包
、
大
内
山
の
香
三
包
、
末
摘
花
の
香
三
包

ウ
也

、
十
六
夜
の

香
三
包

ウ
也

、
都
合
十
二
包
出
香
と
し
、
皆
焚
終
て
包
紙
を
開
く
べ
し
。

一　

諸
友
の
香
、
大
内
山
の
香
、
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。」（
一
七
ウ
）

一　

十
六
夜
の
香
、
源
氏
方
斗
試
に
出
す
。
末
摘
花
の
香
、
中
将
方
斗
試

に
出
す
十
六
夜
は
源
氏
方
の
客
也

末
摘
花
は
中
将
方
の
客
也

。

一　

源
氏
方
に
て
は
十
六
夜
の
香
、
三
包
の
内
、
初
に
出
た
る
十
六
夜
に

は
十
六
夜
の
札
を
打
。
跡
の
二
包
に
は
、
大
内
山
の
札
を
打
也
。
又

大
内
山
三
包
の
内
、
二
包
に
は
十
六
夜
の
札
を
打
べ
し
。
終
に
出
た

る
大
内
山
の
香
に
大
内
山
の
札
を
打
也
。

一　

中
将
方
に
は
末
摘
花
三
包
の
内
、
初
に
出
た
る
一
包
に
末
摘
の
札
」

（
一
八
オ
）
を
打
。
残
二
包
に
は
大
内
山
の
札
を
打
也
。
又
大
内
山
の
三

包
の
内
二
包
に
は
末
摘
の
札
を
打
。
終
一
炷
に
大
内
山
の
札
を
打
也
。

 

　
　

但
、
諸
友
の
香
は
双
方
共
に
同
名
の
札
を
打
べ
し
。

一　

点
は
、
源
氏
方
、
十
六
夜
の
始
の
一
炷
中
は
三
点
、
残
二
炷
は
二
点

充
也
。
も
し
残
の
二
炷
に
十
六
夜
の
札
打
た
る
は
、
星
二
つ
也
独
聞
の
差

別
な
し

。

一　

中
将
方
、末
摘
花
の
始
の
一
炷
中
、三
点
、残
二
炷
は
二
点
充
也
。
若
、

残
二
炷
に
末
摘
の
札
を
打
は
、
星
二
つ
独
聞
の
差

別
な
し

。」（
一
八
ウ
）

一　

地
香
、
他
の
客
香
、
各
一
点
充
也
。
点
星
消
合
て
認
べ
し
。

一　

札
は
人
前
十
二
枚
十
人
分
百
二
十
枚
也
。

 

　
　

札
表

 

　

十
炷
香
の
銘
と
等
し
。

 

　
　

札
裏

 

　

  

諸
友　
三
枚　
　

大
内
山　
三
枚　
　

十
六
夜　
三
枚　
　

末
摘
花　
三
枚

 

一　

記
録
認
様
左
の
ご
と
し
。」（
一
九
オ
）

 

　

末
摘
花
香
記

 

　
　
〔
表
〕」（
一
九
ウ
）

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　

諸
友　
　
　
　

3 コ　
　
　

　
　

大
内
山　
　
　
　
　
　
　

12　
　

　
　

末
摘
花　
　
　

3 コ　
　
　
　
　
　

中
将
方
の
み
試

　
　

十
六
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
氏
方
の
み
試

光
源
氏
方
と
頭
中
将
方
、
左
右
に
分
け
て
お
こ
な
う
。
も
ち
ろ
ん
、
光

⎫｜⎬｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
⎫｜⎬｜⎭
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源
氏
方
が
上
座
で
あ
る
。
香
は
、地
香
「
諸
友
」「
大
内
山
」
と
客
香
「
末

摘
花
」「
十
六
夜
」、
三
包
ず
つ
計
十
二
包
を
出
香
と
す
る
。
本
香
に
先
立

ち
、
地
香
は
試
香
を
お
こ
な
う
。
ま
た
客
香
は
、
光
源
氏
方
に
は
「
十
六

夜
」
の
み
、
頭
中
将
方
に
は
「
末
摘
花
」
の
み
を
試
香
と
す
る
。
つ
ま
り
、

光
源
氏
方
は
、「
諸
友
」「
大
内
山
」「
十
六
夜
」、
頭
中
将
方
は
「
諸
友
」

「
大
内
山
」「
末
摘
花
」
の
試
香
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
る
。

答
え
に
は
、
一
人
分
十
二
枚
の
札
を
用
い
る
。
表
は
十
炷
香
札
と
同
じ

で
あ
る
が
、裏
は
「
諸
友
」「
大
内
山
」「
十
六
夜
」「
末
摘
花
」
の
札
を
三

枚
ず
つ
準
備
す
る
。

さ
て
、
答
え
方
は
、
光
源
氏
方
と
頭
中
将
方
と
で
異
な
る
。
光
源
氏
方

は
、
光
源
氏
方
の
み
試
香
の
あ
っ
た
「
十
六
夜
」
三
包
の
う
ち
、
最
初
に

は
「
十
六
夜
」
の
札
を
打
つ
が
、残
り
二
包
に
は
「
大
内
山
」
を
打
つ
。
ま

た
、「
大
内
山
」
三
包
の
う
ち
、
最
初
と
二
包
目
は
「
十
六
夜
」
の
札
を
、

最
後
の
札
の
み
「
大
内
山
」
を
打
つ
。
一
方
、
頭
中
将
方
は
、
頭
中
将
方

の
み
試
香
の
あ
っ
た
「
末
摘
花
」
三
包
の
う
ち
、
最
初
に
は
「
末
摘
花
」

の
札
を
打
つ
が
、
残
り
二
包
に
は
「
大
内
山
」
を
打
つ
。
ま
た
、「
大
内

山
」
三
包
の
う
ち
、
最
初
と
二
包
目
は
「
末
摘
花
」
の
札
を
、
最
後
の
札

の
み
「
大
内
山
」
を
打
つ
。
な
お
、「
諸
友
」
は
、
光
源
氏
方
、
頭
中
将
方

と
も
に
、
同
じ
名
の
札
を
打
て
ば
よ
い
。

得
点
に
つ
い
て
、
光
源
氏
方
は
、「
十
六
夜
」
の
一
炷
目
は
三
点
、
残
り

二
炷
は
二
点
ず
つ
与
え
る
が
、
残
り
二
炷
に
誤
っ
て
「
十
六
夜
」
の
札
を

打
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
星
を
二
つ
付
す
。
ま
た
、
頭
中
将
方
は
、「
末

摘
花
」
の
一
炷
目
は
三
点
、
残
り
二
炷
は
二
点
ず
つ
与
え
る
が
、
残
り
二

炷
に
誤
っ
て
「
末
摘
花
」
の
札
を
打
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
星
を
二
つ

付
す
。
地
香
と
他
の
客
香
を
聞
き
当
て
た
場
合
は
、
各
一
点
。
点
数
と
星

の
数
（
星
一
つ
に
つ
き
一
点
引
く
）
を
合
計
し
て
得
点
と
す
る
。
試
香
の

あ
る
客
香
に
つ
い
て
、
同
香
で
も
何
炷
目
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
札
の
打
ち

方
が
異
な
る
た
め
、
正
答
が
出
し
に
く
く
な
る
と
い
う
複
雑
さ
が
あ
る
。

蘭
之
園
本
は
、
竹
幽
本
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
を
も
つ
。
た
だ
し
、
光
源

氏
方
の
み
に
「
末
摘
花
」、頭
中
将
方
の
み
に
「
十
六
夜
」
の
客
香
の
試
香

が
あ
る
と
い
う
点
で
、
竹
幽
本
と
は
全
く
逆
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、

札
の
打
ち
方
は
竹
幽
本
と
同
じ
で
あ
る
の
で
、
蘭
之
園
本
は
、
光
源
氏
方
、

頭
中
将
方
、
い
ず
れ
も
、
二
種
類
の
客
香
の
う
ち
、
試
香
の
な
い
方
を
聞

き
当
て
る
か
否
か
が
、
大
き
く
勝
敗
を
左
右
す
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
蘭
之
園
本
の
方
が
、
竹
幽
本
よ
り
も
難
度
が

高
い
と
言
え
よ
う
か
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

竹
幽
本
で
は
香
の
名
称
は
「
諸
友
」「
大
内
山
」「
末
摘
花
」「
十
六
夜
」

の
順
で
あ
る
の
に
、
札
裏
の
順
序
は
「
末
摘
花
」
と
「
十
六
夜
」
が
逆
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
蘭
之
園
本
が
、「
諸
友　

大
内
山　
末
摘
花

十
六
夜

」
の
順
に

列
挙
し
て
い
る
こ
と
に
拠
る
か
。
こ
の
四
語
の
う
ち
「
末
摘
花
」
だ
け
巻

名
歌
に
あ
り
、
こ
れ
は
源
氏
が
末
摘
花
と
の
出
会
い
を
後
悔
し
て
詠
ん
だ

*
*

*
*

*

*

*

*

*

*
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歌
で
あ
る
。
ほ
か
の
三
語
は
次
の
和
歌
に
よ
る
。

も
ろ
と
も
に
大
内
山
は
出
で
つ
れ
ど
入
る
方
見
せ
ぬ
い
さ
よ
ひ
の
月

（
二
七
二
頁
）

こ
れ
は
源
氏
の
友
人
で
あ
る
頭
中
将
が
源
氏
に
詠
み
か
け
た
歌
で
、
源
氏

が
末
摘
花
を
訪
れ
た
こ
と
を
隠
し
て
い
た
、
と
恨
ん
だ
和
歌
で
あ
る
。

注
（
1
）
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
に
よ
り
、そ
の
ペ
ー

ジ
数
を
末
尾
の
（　

）
内
に
付
け
た
。

（
2
）
寄
合
と
は
、
あ
る
語
に
対
し
て
縁
の
あ
る
語
を
指
す
。
た
と
え
ば
源
氏

の
元
服
に
関
し
て
縁
の
あ
る
語
と
し
て
、『
源
氏
小
鏡
』
は
「
初
も
と
ゆ

ひ
」
や
「
こ
き
む
ら
さ
き
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

（
3
）『
源
氏
小
鏡
』
の
系
統
分
類
は
伊
井
春
樹
氏
『『
源
氏
物
語
』
注
釈
史
の

研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
〇
年
）
に
よ
り
、
そ
の
本
文
は
岩
坪
健
『『
源

氏
小
鏡
』
諸
本
集
成
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
に
よ
る
。

（
4
）
矢
野
環
・
岩
坪
健
・
福
田
智
子
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹

介
」（『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）。

（
5
）
淡
交
社
、
二
〇
一
三
年
五
月
。

（
6
）
武
居
雅
子
氏
「『
源
氏
千
種
香
』
の
依
拠
本
を
探
る
」（『
総
研
大
文
化
科

学
研
究
』
9
、
二
〇
一
三
年
三
月
）。

（
7
）
二
〇
八
頁
の
ほ
か
、
二
一
六
・
二
二
七
・
二
三
九
頁
に
も
あ
る
。

　

香
道
用
語
解
説

一
炷
開
き
（
い
っ
ち
ゅ
う
び
ら
き
）　

香
を
炷
く
度
に
す
ぐ
答
え
合
わ
せ
を
す

る
こ
と
。

ウ
（
う
）　

十
炷
香
札
の
裏
な
ど
に
記
さ
れ
る
、「
客
」
の
字
の
ウ
冠
を
表
記
し

た
も
の
。
客
香
を
指
す
。

打
つ
（
う
つ
）　

答
え
の
札
を
出
す
こ
と
。

折
居（
お
り
す
え
）　

答
え
の
札
を
入
れ
る
た
め
に
紙
を
畳
ん
で
作
っ
た
器
。金

や
銀
で
装
飾
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。

聞
捨
（
き
き
す
て
）　

香
を
聞
い
て
も
答
え
な
い
こ
と
。

聞
き
の
名
目
（
き
き
の
み
ょ
う
も
く
）　

組
香
の
主
題
や
出
典
に
拠
っ
て
、
答

え
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
ば
。

客
香
（
き
ゃ
く
こ
う
）　

組
香
で
は
普
通
、
試
香
の
な
い
香
。
一
般
に
、
客
香

は
地
香
よ
り
も
高
級
な
香
を
用
い
る
。

香
之
記
（
こ
う
の
き
）　

香
席
の
記
録
。
表
題
は
、「
桐
壺
香
之
記
」
と
い
っ
た

よ
う
に
奇
数
文
字
で
記
す
慣
習
が
あ
る
。

香
元
（
こ
う
も
と
）　

香
席
で
香
を
炷
く
人
。「
香
本
」
の
文
字
を
用
い
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、「
本
香
」
の
意
味
で
「
香
本
」
と
書
く
例
も
あ
る
。

試
香
（
こ
こ
ろ
み
こ
う
）　

本
番
前
の
香
席
。
本
番
の
香
席
に
出
さ
れ
る
香
を

あ
ら
か
じ
め
聞
い
て
香
を
覚
え
て
お
く
。「
試
み
」
と
も
。

地
香
（
じ
こ
う
）　

組
香
で
は
普
通
、
試
香
の
あ
る
香
。
一
般
に
、
地
香
よ
り

も
客
香
の
方
に
高
級
な
香
を
用
い
る
。
試
香
の
な
い
組
香
の
場
合
は
、
客

香
と
指
定
さ
れ
た
香
以
外
を
指
す
。

十
炷
香
札
（
じ
っ
ち
ゅ
う
こ
う
ふ
だ
）　

十
二
枚
一
組
の
札
。
表
に
は
花
形
文

が
記
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
誰
の
札
で
あ
る
か
を
区
別
す
る
。
裏
は
、「
一
」

「
二
」「
三
」「
花
一
」「
花
二
」「
花
三
」「
月
一
」「
月
二
」「
月
三
」
と
記
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し
た
札
が
各
一
枚
と
、「
ウ
」
が
三
枚
あ
る
。

出
香
（
し
ゅ
っ
こ
う
）　

香
席
の
本
香
の
段
に
お
い
て
、
香
元
か
ら
香
炉
を
回

す
こ
と
。
特
に
志
野
流
に
お
い
て
は
、
最
初
の
本
香
を
回
す
時
に
、
香
元

が
「
出
香
」
と
宣
言
し
、
連
衆
は
そ
れ
を
言
い
継
ぐ
。

炷
（
ち
ゅ
う
）　

香
を
炷
く
回
数
を
数
え
る
の
に
用
い
る
接
尾
辞
。
本
来
の
読

み
は
「
し
ゅ
」
で
あ
る
。

同
香
（
ど
う
こ
う
）　

同
じ
香
。

名
乗
紙
（
な
の
り
が
み
）　

答
案
を
記
す
紙
。「
手
記
録
紙
」
と
も
い
う
。
御
家

流
の
呼
称
。
志
野
流
で
は
「
記
紙
」（
き
が
み
）
と
い
う
。

盤
物（
ば
ん
も
の
）　

組
香
の
方
法
の
ひ
と
つ
。
香
を
聞
き
当
て
る
ご
と
に
、盤

上
で
人
形
や
小
道
具
を
移
動
さ
せ
て
、
盤
上
の
勝
負
を
競
う
。

独
り
聞
き
（
ひ
と
り
ぎ
き
）　

一
人
だ
け
香
を
聞
き
当
て
る
こ
と
。

星
（
ほ
し
）　

香
を
聞
き
当
て
ら
れ
な
か
っ
た
時
に
、
香
席
の
記
録
に
記
す
記

号
。

本
香
（
ほ
ん
こ
う
）　

名
を
伏
せ
て
炷
く
香
木
。
連
衆
は
こ
れ
を
聞
い
て
答
え

を
出
す
。

附
録　

構
造
式
に
つ
い
て

組
香
の
構
造
式
は
、
御
家
流
宗
家
三
条
西
公
正
氏
に
よ
っ
て
、
実
践
女

子
大
学
に
お
け
る
講
義
の
た
め
に
発
案
さ
れ
た
。
組
香
の
準
備
に
あ
た
り
、

用
意
す
べ
き
香
の
種
類
と
包
み
の
数
、
そ
し
て
、
実
際
の
焚
き
方
を
簡
明

に
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
典
型
的
な
無
試
十
炷
香
と
有
試

十
炷
香
の
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
構
造
式
と
な
る
（
元
々
は
横
書
き
）。

　
　

無
試
十
炷
香　
　
　
　
　
　
　
　

有
試
十
炷
香

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

二　
　
　

3　
　
　
　
　
　
　
　

二　
　
　

4T　
　
　
　

　
　

三　
　
　
　
　
　
　

10　
　
　
　

三　
　
　
　
　
　
　

10　

　
　

ウ　
　
　

1　
　
　
　
　
　
　
　

ウ　
　
　

1　
　
　
　
　

無
試
十
炷
香
は
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
を
3
包
ず
つ
、「
ウ
」
の
香
を

1
包
用
意
し
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
10
包
を
本
香
で
炷
く
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
香
の
種
類
を
表
す
「
一
」「
二
」「
三
」
を
統
べ
る

括
弧
の
下
の
数
字
「
3
」
は
、
各
々
の
香
包
の
数
を
表
し
、
ま
た
、
そ
の

「
3
」
と
「
ウ
」
香
の
「
1
」
を
統
べ
る
括
弧
の
下
の
数
字
「
10
」
は
、本

香
で
炷
く
香
の
総
数
を
示
す
。
そ
し
て
、
有
試
十
炷
香
の
場
合
は
、
こ
れ

に
「
試
香
」
を
意
味
す
る
「
Ｔ
」（T

rial

の
略
）
を
加
え
、「
4
Ｔ
」（「
一
」

「
二
」「
三
」
の
香
を
4
包
ず
つ
用
意
す
る
意
）
と
表
記
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
う
ち
各
1
包
は
試
香
で
あ
る
。

こ
の
記
法
で
は
、
試
香
の
有
無
が
数
字
（「
3
」
と
「
4
Ｔ
」）
に
表
れ

る
た
め
、
右
の
例
に
お
い
て
も
、
本
香
の
構
成
は
両
者
同
じ
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
見
そ
れ
が
わ
か
り
に
く
い
。
実
際
、
試
香
の
1
包
を
加

算
し
た
数
字
を
示
す
こ
の
記
法
に
対
し
、
組
香
伝
書
で
は
、
香
包
準
備
の

指
示
が
、「
一
二
三
各
三
包
。
別
に
一
包
試
に
出
す
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、

試
香
を
別
に
記
す
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、ま
ず
、試

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
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香
を
含
め
な
い
数
字
を
示
し
、
試
香
の
あ
る
場
合
に
は
「
コ
」
と
記
す
こ

と
に
し
た
（「
Ｔ
」
の
代
替
文
字
は
、
当
然
「
試
」
も
考
え
得
る
が
、
御
家

流
の
あ
る
流
派
で
す
で
に
使
用
さ
れ
た
例
が
あ
る
た
め
、
使
用
を
避
け

た
）。
こ
れ
で
、
本
香
の
構
成
と
試
香
の
有
無
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

　
　

無
試
十
炷
香　
　
　
　
　
　
　
　

有
試
十
炷
香

　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

二　
　
　

3　
　
　
　
　
　
　
　

二　
　
　

3 コ　
　
　
　

　
　

三　
　
　
　
　
　
　

10　
　
　
　

三　
　
　
　
　
　
　

10　

　
　

ウ　
　
　

1　
　
　
　
　
　
　
　

ウ　
　
　

1　
　
　
　
　

矢
野
（
第
一
著
者
）
は
か
つ
て
、
杉
本
文
太
郎
氏
『
増
補
改
訂 

香
道
』

（
雄
山
閣
、
一
九
八
四
年
一
月
）
の
校
閲
に
あ
た
り
、
す
べ
て
の
組
香
の
構

造
式
を
記
載
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
特
殊
な
記
法
を
必
要
と
す
る

い
く
つ
か
の
組
香
に
つ
い
て
、
当
時
の
御
宗
家
、
三
条
西
実
謙
氏
の
ご
了

解
の
も
と
、
新
し
い
記
法
を
追
加
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う

な
組
香
は
な
い
が
、
今
後
、
本
書
を
紹
介
し
て
い
く
際
に
、
記
法
に
工
夫

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
逐
一
説
明
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

附
記

　

本
稿
は
、「
伝
統
文
化
形
成
に
関
す
る
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
平
安
朝

文
学
の
伝
承
と
受
容
に
関
す
る
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
18
期

研
究
会
第
17
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番

号
２
５
３
３
０
４
０
３
、
い
ず
れ
も
平
成
25
〜
27
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一

部
で
あ
る
。

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭



55 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（二）

【
影
印
】　

綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開
い
て
撮
影
し
た
も
の
。

（
四
丁
表
）

（
四
丁
裏
）

（
五
丁
表
）

（
五
丁
裏
）
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（
六
丁
表
〜
八
丁
表　

箒
木
香　

前
稿
参
照
。）

（
八
丁
裏
）

（
九
丁
表
）

（
九
丁
裏
）



57 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（二）

（
十
丁
表
）

（
十
丁
裏
）

（
十
一
丁
表
）

（
十
一
丁
裏
）
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（
十
二
丁
表
）

（
十
二
丁
裏
）

（
十
三
丁
表
）

（
十
三
丁
裏
）



59 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（二）

（
十
四
丁
表
）

（
十
四
丁
裏
）

（
十
五
丁
表
）

（
十
五
丁
裏
）
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（
十
六
丁
表
）

（
十
六
丁
裏
）

（
十
七
丁
表
）

（
十
七
丁
裏
）



61 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（二）

（
十
八
丁
表
）

（
十
八
丁
裏
）

（
十
九
丁
表
）

（
十
九
丁
裏
）




